




















































































































































































































































図 1　目白大学桐和祭。平成28年 10月 22日。地域のお子さんたちと「ことわざかるた」をするゼミの学生たち。
81人と教育　第 11号
留学生の履修者が多い学部授業についての考察 一般寄稿
地域の人々との生のふれあいは、自分たちの持っている
力で人を喜ばせることができることに気がついたり、自
分が留学している意味を改めて考えるのにいいきっかけ
になっているようである。
５	 おわりに
本稿では、留学生の履修者が多い学部の授業につい
て、授業改善の手がかりをさぐり、また現状として取り
組んでいることの一例を挙げた。今後も留学生が多く履
修してくれることを想定し、留学生と日本人学生が同席
していることの利点を生かした授業ができるように工夫
していきたい。
図 2　お子さんたちの応対をするゼミの学生。
